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１．趣旨 

この選定基準は、「深谷市水道事業 浄配水場運転管理等業務委託」（以下「本業務委

託」という。）に係る公募型プロポーザルにおいて、当該プロポーザル参加者（以下「参

加者」という。）から提出された技術提案書の業務水準等に関して、客観的な評価を行

うための基準として定めるものである。 

 

２．受注候補者選定方式 

公募型プロポーザル方式 

 

３．一次審査の概要 

  「深谷市水道事業 浄配水場運転管理等業務委託公募型プロポーザル実施要領」（以下

「実施要領」という。）に基づき、参加資格が満されていることを確認する。参加資格

を満たしていないことが確認された場合は、一次審査で不合格とする。この審査は、事

務局にて行う。 

 

４．二次審査の概要 

  実施要領に基づき、提出された書類の型式審査を事務局が行い、要件を満たしている

ことが確認されたもののみ、「深谷市水道事業 浄配水場運転管理等業務委託プロポー

ザル審査委員会」（以下「審査委員会」という。）において評価・審査を行い、受注候

補者を決定する。 

（１）評価等の方法 

ア）技術提案書プレゼンテーション 

提出書類の要件を満たしている参加者を対象として、技術提案書のプレゼンテー

ションの機会を設け、質疑応答を行う。 

審査委員会は、プレゼンテーションの内容と技術提案内容との整合を確認し、各

参加者への共通質問や個別質問により、技術提案の内容若しくは疑義を確認する。 

イ）定量化審査 

審査委員会は、技術提案書の内容についてプレゼンテーションの結果を踏まえ、

合議制による審査を行い、各評価項目について、この選定基準に示す得点化の方法

に従って得点化する。 

（２）受注候補者の選定 

ア）技術提案の合格点 

審査委員会は、合計得点が 60 点以上の参加者を合格者とし、合格者の中から最高

点を獲得した者を受注候補者として選定する。 

イ）最も高得点の者が２者以上（同得点）の場合の選定 

審査の結果、最も高得点の者が２者以上（同得点）の場合は、評価事項のうち、

「要求水準の確保に関する事項」の各評価項目の合計得点が高い者を受注候補者と

する。「要求水準の確保に関する事項」も同得点の場合は、評価項目の「ア 運転管

理業務に関する提案事項」「イ 水質管理業務に関する提案」の合計得点が高い者を

受注候補者とし、さらに同得点の場合は、提案見積額の低い者を受注候補者とする。 
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ウ）参加者が１者の場合の対応について 

参加者が１者の場合は、実施要領及び本選定基準に従い審査を行い、合格点に達

した場合は、当該参加者を受注候補者として取り扱うものとする。 

エ）合格者無しの場合の選定 

技術提案書審査の結果、提出された全ての提案書が合格点に満たない場合は、参

加者へ技術提案書の再考及び再提出を依頼するものとする。 

この場合において、参加者へ再提出の意思を確認し、再提出の意思を表明した者

より技術提案書の提出後、審査委員会にて再審査を行う。なお、必要な場合はヒア

リングを実施するが、プレゼンテーションは行わないものとする。 

（３）契約の締結 

市は、受注候補者から見積りを徴し、合意に至ったときは、随意契約を締結する。 

合意に至らなかったときは、次位高得点獲得者から見積りを徴し、合意に至った

ときは、随意契約を締結する。 

 

 

【二次審査 プレゼンテーション】 

技術提案書その他提出書類の疑義などについて確認する。 

【二次審査 定量化審査】 

プレゼンテーション内容を踏まえ技術提案書に記載された

内容について選定基準に示す得点化の方法に従って評価。 

【二次審査 受注候補者の選定】 

合格者の中で、定量化審査の得点が最高点の技術提案書を提

出した参加者を受注候補者として選定。 

【一次審査】 

市が要求する参加資格提出書類の確認をし、参加資格を満た

しているか審査を行う。（事務局） 

審 査 等 の 流 れ 

【契約締結】 

提案内容を踏まえた見積徴取の後、随意契約締結 

参加資格が満たされていない場合、一次審査で失格  

４ 本文  

基 準 を 満 た さ な

いものは失格  

４（１）イ  

４（２）  

４（３）  

選定基準での  

流れ  

【現場説明会】 

 一次審査合格者のうち、現場説明会を希望者のみ行う。 

【二次審査 技術提案資料の型式審査】 

技術提案資料の体裁の確認をし、要件を満たしているか審査を

行う。（事務局） 

３  

４（１）ア  
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５．審査の方法 

（１）一次審査における審査方法 

  一次審査は事務局が実施要領に基づき実施する。 

（２）二次審査における審査方法 

  ア 二次審査（技術提案資料の型式審査）は事務局が実施要領に基づき実施する。 

  イ 二次審査（プレゼンテーション）は審査委員会がプレゼンテーションや技術提案

の内容を確認する。 

  ウ 二次審査（定量化審査）は審査委員会が以下の配点及び得点化方法に基づき実施

する。 

ア）審査における配点 

定量化審査の配点は、【表 1】のとおりとする。 

【表 1】定量化審査の配点 

評価事項 評価項目 配点 

(1)企業の業務遂行能力 

ア 経営状況等の安定度 4 点 

10 点 イ 類似施設及び水道施設の受託実績 3 点 

ウ 本業務実施体制・有資格者・経験者 3 点 

(2)業務実施に関する 

事項 

ア 業務実施に関する基本方針 5点 
10 点 

イ 安全衛生管理に関する提案事項 5点 

(3)要求水準の確保に 

関する事項 

ア 運転管理業務に関する提案 10点 

40 点 

イ 水質管理業務に関する提案 10点 

ウ 施設点検業務に関する提案 5点 

エ 日常点検業務に関する提案 5点 

オ 薬品等調達及び管理業務に関する提案 5点 

カ 緑地管理業務、清掃業務、業務補助に関

する提案 
5点 

(4)危機管理能力 ア 危機管理の対応方針・対策に関する提案 12 点 

(5)その他の業務提案 

ア 業務改善に関する提案（水道ＤＸ、将来

的な上下水道一体化に関する提案等） 
8 点 

13 点 

イ 地元企業・雇用への配慮 5 点 

提案見積額 算定式による得点化 15 点 

合計得点  100 点 

※( )番号は、「６評価の視点」に対応している。 

イ）定量化審査における得点化の方法 

a 定量化審査は、提案見積額を除く各評価項目について【表 2】に示す 6 段階評

価により得点化する。 
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【表 2】定量化審査の得点化 

評価 得点 評価の意味合い 

Ａ 配点×1.00 特に優れている 

Ｂ 配点×0.80 優れている 

Ｃ 配点×0.60 普通 

Ｄ 配点×0.40 やや劣る 

Ｅ 配点×0.20 劣る 

F 配点×0.00 記載なし（評価不能） 

 

  b 提案見積額の得点化方法は以下のとおりとする。 

 

    得点＝配点×最低提案見積額÷当該提案見積額 

 

６．評価の視点 

（１）企業の業務遂行能力 

  ア 経営状況等の安定度 

会社の規模や自己資本比率・企業財務の経常収支比率から財務・経営状況を確認

し、本業務履行期間において安定して業務を行うことができる経営基盤を有してい

るかを評価する。 

  イ 類似施設及び水道施設の受託実績（仕様書第３条、第２３条関連） 

本業務を履行するにあたり、十分な知識と経験を有しているかを評価する。 

  ウ 本業務実施体制・有資格者・経験者（仕様書第６条、第７条、第９条関連） 

本業務を履行するにあたり、必要な有資格者や経験者を有しているか、また、人

員配置計画や企業としての支援体制の有無について評価する。 

（２）業務実施に関する事項 

  ア 業務実施に関する基本方針（仕様書第１条、第２条、第５条、第８条、第１３条、

第２２条、第３２条関連） 

 水道施設の重要性に鑑み、また本業務委託目的を踏まえ、これらを的確かつ効率的

に達成するための管理思想・実施方針などについて、留意事項や妥当性が提案されて

いるか評価する。 

  イ 安全衛生管理に関する提案事項（仕様書第８条、第１５条、第２０条関連） 

事故を未然に防止し、安全に業務を履行するための安全衛生管理に係る計画・組

織体制及び見学者等の安全対策について、その具体性と妥当性を評価する。 

（３）要求水準の確保に関する事項 

ア 運転管理業務に関する提案（仕様書第８条、第２４条、第３０条、第３２条関連） 

 安全で良質な水を供給するために浄水処理の安定的かつ効率的運転について、具体

性と妥当性を評価する。 

イ 水質管理業務に関する提案（仕様書第２４条、第３０条関連） 

日常的及び定期的な水質分析の検査結果に個人差を生じさせないための精度管理
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等の実施方法について、具体性と妥当性を評価する。 

ウ 施設点検業務に関する提案（仕様書第２５条関連） 

   各設備の安定性を維持するための保守管理について、具体性と妥当性を評価する。 

エ 日常点検業務に関する提案（仕様書第２５条関連） 

 各施設の巡視及び点検の実施方法について、具体性と妥当性を評価する。 

オ 薬品等調達及び管理業務に関する提案（仕様書第２６条関連） 

 浄水処理及び採水業務において必要な薬品・試薬等の調達・管理方法について、具

体性と妥当性を評価する。 

カ 緑地管理業務、清掃業務、業務補助に関する提案（仕様書第２７条、第２８条、

第２９条関連） 

業務の範囲における除草・植栽管理・清掃及び業務補助について、具体性と妥当

性を評価する。 

（４）危機管理能力（仕様書第１４条、第１５条、第２１条、第３２条関連） 

  ア 危機管理の対応方針・対策に関する提案 

   地震や台風等自然災害、流行性疾病への対策・対応方法、配水水質若しくは排水水

質の悪化、その他事故発生時における対策・対応方法、及び業務継続マニュアルに関

する考え方について、具体性と妥当性を評価する。 

（５）その他の業務提案 

  ア 業務改善に関する提案（水道ＤＸ、将来的な上下水道一体化に関する提案等） 

本業務及び水道事業における業務の効率化を図るための改善等提案について、具体

性と妥当性を評価する。 

  イ 地元企業・雇用への配慮 

調達、雇用、外注等本業務内における地域への貢献について、具体性と妥当性を評

価する。 


